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　　　　図13　計算された風速の垂直成分
　　　　　　　の分布
　　　　Fig．13Ca1cu1ated　distribution　of
　　　　　　　vertica1component　of
25KM　　　　　　　wind　speed．
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示された上昇速度で持ち上げられる時に単位時問に凝結する水蒸気量の分布を示したもので
あるが，最大の上昇流が観測されるところでCは最大となり，〃がOとなる山頂上空でOとな
っている．山頂右側の破線は，下降流のために雲粒が蒸発することを表している．一方，図
14（b）によればseeder　c1oudからの雨滴がfeeder　c1oud中を落下するときに単位時問に捕捉す
る雲粒の量の割合（washout　rate）Aは山頂上空で最大となっており凝結率が最大となる位置
から風下側にシフトしている．また，山頂から右側の領域ではλは急速に小さくなっているが
これは山頂右半分が雲粒の蒸発領域であることを反映している．雲水量αの分布はCとAの分
布によって決まるが，（1）式からσはC＝λとなる所で最大値となる．図14（・）に示したように，
その位置は山頂付近でλの分布と類似したものとなっている．
　図15は計算された地上の降水量の増幅率（服／㍑O）を示したものであるが，頂上付近で約
2．3倍の増幅率となっている．この計算値は観測された値（2借）と比べて妥当なものである．
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図14（b）計算された雨滴によって捕捉される
　　　 雲粒の割合λ（washout　rate）の分布
Fig．14b　Calcu1ated　distribution　of　washout
　　　　rateλ．
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　図14（c）計算されたfeeder　c1oud内の雲水量
　　　　　σの分布
　Fig．14c　Calcu1ated　distribution　of　liquid
　　　　　water　contentσin　an　orographic
　　　　　c1oud．
しかしながら，増幅率が最大になる位置については，観測では風下斜面であったのが計算で
は山頂となっている．これは，本研究で用いた風による降水域のドリフトの計算式が最小の
ドリフト量を計算するものであったためと考えられる．また，増幅率の距離方向の変化を見
てみると山頂より風下側での減少の仕方が急になっているが，これは図14（・）に示された非対
称な雲水量の分布によるものである．
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図15　計算された地上の降水量の増幅率（＝〃／〃0）
Fig．15Ca1culated　precipitation　enchancement（P児／PR0）．
3．O
◎　2．0
〔
0－
o＝
乱
1．O
　1U1－I＝5ms．1
！uH≡40mS
　　uH；20ms－1
　　uH＝10ms’1
　　　20　　　　　　10　　　　　　0　　　　　　10　　　　　20KM
図16　降水量の増幅率に及ぼす風速の影響
Fig．16Effect　of　wind　speed　on　the　precipitation　eηhancement．
　以上は6月25日の例についての計算結果であったが，その結果に重要な影響を与えると考
えられるパラメーターのうち，風速0Hとfeeder　c1oudの厚さ∬が地上の降水量の増幅率に
及ぼす影響について調べた．0H，∬以外のパラメーターについては前に述べた値を用いた．
　図16によれば0Hが大きくなれば降水の増幅率も大きくなり，同時に増幅率が最大となる
位置は風上から風下側にシフトする傾向が見られる．しかしながら，σH＝40ms■1の場合に
は増幅率の最大値は0H＝20ms■1の場合とほぼ同じとなっている．これは風が強くなって増
幅率が最大となる位置が山頂より風下側に来たため，蒸発の効果が作用したことによる．一
方，降水の増幅率に及ぼすfeeder　c1oudの厚さの影響は図17に示したようにHが大きくなれ
ば増幅率も大きくなることがわかる．
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図17　降水量の増幅率に及ぼすfeeder　cloudの厚さHの影響
Fig．17Effect　of　the　depth　of　feeder　c1oud　on　the　precipitation　enhance－
　　　ment．
5．ま　と　め
　山地地形と降水の関係を調べる目的で1986年の梅雨期の約1ヵ月間，筑波山を研究の対象
地形として観測を行った．地上に設置した雨量計による降水量の観測結果によれば，筑波山
の風下側斜面（八郷盆地側）では降水量が多く，その増幅率（筑波山の影響をうけていない平地
での降水量に対する割合）は7例の平均では約1．4倍であり，最大では約2倍の増幅率が観測
された．
　観測期間中，最大の山地地形による降水の増幅作用があった6月25日について詳細な解析
を行った．この日のレーダーによるREI観測によれば，筑波山上空では，高度約4．5kmに位置
するブライトバンドに代表される前線に伴った降水雲の下に，降水が組織的に強められてい
る層が約3Kmの高度まで存在していた．このような二層構造は平地上空では見られなかっ
た．このことは，山地地形による降水の増幅の理由として．いわゆる“seeder　feeder
mechanism”が作用していたことを示すものである．
　この考えを2次元の数値モデルを用いて確かめた．モデルは基本的にはBader　and　Roach
（1977）のものと同じである．計算結果は観測された降水の増幅率に比べて妥当なものであっ
た．
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